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１　

は
じ
め
に

令
和
６
年
元
日
に
発
生
し
た
〝
能
登

半
島
地
震
〟
は
大
き
な
地
殻
変
動
を
引

き
起
こ
し
、
海
底
隆
起
、
津
波
、
大
規
模

火
災
、
道
路
網
寸
断
や
土
砂
崩
落
な
ど
、

想
像
を
絶
す
る
大
災
害
と
な
っ
た
。

当
連
盟
で
は
１
月
下
旬
、「
支
援
特
別

委
員
会
」を
設
置
し
た
。
復
興
に
向
け
て

よ
う
や
く
動
き
出
し
た
矢
先
の
同
年
９

月
、
今
度
は〝
奥
能
登
豪
雨
災
害
〟が
追

い
打
ち
を
か
け
る
二
重
災
害
と
な
り
、
の

ど
か
な
能
登
の
風
景
は一
変
し
た
。

こ
の
災
害
で
、
家
屋
の
全
壊
や
半
壊
等

で
避
難
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
会
員

能
登
半
島
地
震
か
ら
の

復
興
に
向
け
て

石
川
県
剣
道
連
盟

　
会
長　

南　

信
廣

は
相
当
数
あ
っ
た
が
、
人
的
被
害
は
な

か
っ
た
。

２　

剣
道
再
開
の
状
況

能
登
地
区
の
傘
下
団
体
の
活
動
状
況

は
、
珠
洲
市
剣
道
連
盟
は
、
震
源
地
に

最
も
近
く
被
害
は
甚
大
で
、
現
在
も
車

庫
等
で
生
活
し
て
い
る
会
員
も
お
り
、
活

動
の
目
処
は
全
く
立
っ
て
い
な
い
。

輪
島
市
及
び
鳳
珠
郡（
能
登
町
・
穴
水

町
）の
両
剣
道
連
盟
も
被
害
は
大
き
か
っ

た
が
、
昨
夏
か
ら
細
々
と
稽
古
は
再
開
さ

れ
て
い
る
。
七
尾
市
剣
道
連
盟
は
、
武
道

館
は
使
用
不
能
で
現
在
も
市
内
中
学
校

の
武
道
場
を
借
り
、
剣
道
・
居
合
道
稽
古

し
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

た
だ
、
地
震
後
に
珠
洲
警
察
署
に
赴

任
し
た
、
当
連
盟
副
専
務
理
事
の
杉
本

卓
也
氏
が
汗
し
て
こ
れ
ら
能
登
地
区
の

剣
道
再
開
に
果
た
し
た
役
割
は
極
め
て

大
き
い
。

３　

義
援
金
等
の
使
い
道

（
公
財
）全
日
本
剣
道
連
盟
や
各
都
道

府
県
剣
道
連
盟
等
多
く
の
皆
様
か
ら
、

１
５
０
０
万
円
余
の
見
舞
金
・
義
援
金
を

頂
戴
し
、
こ
の
他
、
剣
道
具
や
竹
刀
の
寄

贈
も
受
け
た
。
義
援
金
等
の
配
分
に
つ
い

て
は
、「
義
援
金
配
分
委
員
会
」
を
設
置

し
、
理
事
会
の
議
決
等
を
経
て
、
昨
年
９

月
末
に
配
布
完
了
し
た
。
主
な
使
い
道

は
次
の
と
お
り
。

①
被
害
会
員
へ
の
見
舞
金

②
剣
道
の
再
開・復
興
に
係
る
事
業
費

③
被
災
団
体
及
び
被
災
会
員
の
会
費

　

３
年
間
免
除
の
充
当
費

④
加
盟
団
体
事
務
局
活
動
の
補
助
費

４　

剣
道
具
の
寄
贈

珠
洲
市
剣
道
連
盟
会
員
の
剣
道
錬
士

六
段
石
田
尚
史
氏
は
、
奥
能
登
豪
雨
災

害
に
よ
り
、
家
財
や
剣
道
具
等
一
切
が
泥

に
埋
も
れ
喪
失
し
た
。
全
剣
連
か
ら
、

称
号
・
段
位
の
証
書
は
、
速
や
か
に
再
発

行
さ
れ
、
昨
年
12
月
に
は
、
立
派
な
剣
道

具
や
剣
道
着
・
袴
・
剣
道
具
入
れ（
5
組

分
）を
寄
贈
い
た
だ
い
た
。

石
田
会
員
は「
震
災
で
絶
望
し
、
豪
雨

災
害
に
は
心
が
折
れ
て
し
ま
っ
た
。
目
標

を
失
い
か
け
て
い
た
時
に
、
剣
道
界
か
ら

温
か
い
励
ま
し
を
受
け
た
。
今
後
は
剣

道
を
心
の
拠

り
所
と
し
、い

ず
れ
は
七
段

を
目
指
し
た

い
」
と
話
し
、

感
謝
の
念
が

い
っ
ぱ
い
の
様

子
で
あ
っ
た
。

５　

能
登
半
島
地
震
復
興
祈
念
事
業
等

⑴
日
本
代
表
選
手
に
よ
る
剣
道
授
業

昨
年
11
月
、
中
能
登
町
中
学
校
で
、

能
登
の
少
年
少
女
剣
士
を
元
気
づ
け
よ

う
と
、
第
19
回
世
界
剣
道
選
手
権
大
会

日
本
代
表
選
手
３
名
（
土
谷
有
輝
選
手
、

星
子
啓
太
選
手
、
近
藤
美
洸
選
手
）
を

招
聘
し
、
剣
道
授
業
を
行
っ
た
。
参
加
剣

士
は
、
選
手
の
生
の一
挙
手
一
投
足
に
耳
目

を
凝
ら
し
、
明
る
く
元
気
に
竹
刀
を
振

り
、
指
導
稽
古
や
記
念
撮
影
は一
生
忘
れ

ら
れ
な
い一日
に
な
っ
た
こ
と
と
思
う
。
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第 71回

会場　いしかわ総合スポーツセンター  大アリーナ
石川県金沢市稚日野町北 222

令和６年能登半島地震・奥能登豪雨災害復興祈念

   後援　石川県・金沢市・公益財団法人  石川県スポーツ協会・金沢文化スポーツコミッション
　　　    北國新聞社・北陸中日新聞社・　　　　　　　    ・  テレビ金沢・HAB北陸朝日放送
　　　     MRO北陸放送・石川テレビ

NHK金沢放送局

主催　公益財団法人  全日本剣道連盟　　主管　一般財団法人  石川県剣道連盟

　

本
連
盟
の
令
和
六
年
度
決
算
は
収

入
１
９
５
５
万
円
に
対
し
て
、
支
出

２
３
１
１
万
円
と
な
り
２
３
１
万
円
の
赤

字
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
事
業
収
収

入
で
は
７
８
万
円
減
額
。
各
事
業
費
の

節
減
に
努
め
ま
し
た
が
、
国
ス
ポ
大
会
三

種
別
出
場
と
全
日
本
東
西
対
抗
香
川
大

会
視
察
に
よ
り
に
よ
り
県
外
大
会
事
業

費
が
約
４
０
０
万
円
の
支
出
増
が
主
因

で
す
。

　

紙
面
上
、
数
値
は
割
愛
し
ま
す
が
、

令
和
七
年
度
予
算
の
編
成
に
あ
た
っ
て
、

９
月
に
本
県
主
管
で
開
催
さ
れ
る
全
日

本
東
西
対
抗
剣
道
大
会
の
成
功
を
目
指

し
、
実
施
計
画
に
沿
っ
て
特
別
予
算
の
策

定
を
行
い
ま
し
た
。

　

会
員
の
皆
様
に
信
頼
さ
れ
、
開
か
れ

た
本
連
盟
会
計
執
行
に
努
め
て
参
り
ま

す
の
で
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

令
和
６
年
度
決
算
を
終
え
て

令
和
６
年
度
決
算
を
終
え
て

  

会
計
理
事　
下
﨑

会
計
理
事　
下
﨑  

良
智
良
智

⑵
第
71
回
全
日
本
東
西
対
抗
剣
道
大
会

本
年
９
月
７
日
、「
い
し
か
わ
総
合
ス

ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
」で
開
催
予
定
の
、
東
西

対
抗
剣
道
大
会
は
、
全
剣
連
の
承
諾
を

得
て「
令
和
６
年
能
登
半
島
地
震
・
奥
能

登
豪
雨
災
害
復
興
祈
念
」
と
銘
打
っ
て

開
催
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
主
管
連
盟
と

し
て
、
鋭
意
準
備
を
進
め
て
お
り
、
被
災

地
能
登
に
元
気
を
届
け
ら
れ
る
よ
う
な

大
会
に
し
た
い
。

６　

結
び
に

地
震
発
生
直
後
か
ら
、
国
の
内
外
を

問
わ
ず
多
く
の
剣
友
の
皆
様
か
ら
ご
心

配
や
温
か
い
励
ま
し
の
お
言
葉
を
い
た
だ

き
、
大
い
に
勇
気
付
け
ら
れ
本
当
に
有

難
か
っ
た
。
当
連
盟
と
し
て
は
、
剣
道
界

へ
の
感
謝
と
期
待
に
応
え
る
べ
く
、
被
災

地
、被
災
会
員
に
寄
り
添
い
な
が
ら
、「
能

登
に
元
気
を　

と
も
に
、
前
へ
。」
を
合

言
葉
に
剣
道
の
復
興
に
向
け
、
更
に
取

り
組
み
を
推
進
し
て
参
り
た
い
。

皆
様
に
は
、
こ
の
た
び
の
多
大
な
る
ご

支
援
に
対
し
、
心
よ
り
厚
く
御
礼
を
申

し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
今
後
と
も
何

卒
ご
指
導
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

（（
公
財
）
全
日
本
剣
道
連
盟
「
月
刊

剣
窓
」
令
和
７
年
４
月
号
よ
り
）

ス
ロ
ー
ガ
ン（
県
立
武
道
館
に
掲
出
）

　「
能
登
に
元
気
を
　
と
も
に
、前
へ
。」
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令和６年　能登半島地震・奥能登豪雨災害[見舞金・義援金]出納状況
支援特別委員会

１　見舞金・義援金の入金状況
・第一次（R6.1.12～9.21）　（公財）全剣連、各都道府県剣連等　　　　　　　　　　15,384,947円
・第二次（R6.9.22～12.31）　盛岡剣道協会、仙北スポ少、ＮＴＴ高木氏関係 　　　　　　165,200円
・第三次（R7.1.1～3.31）　神奈川県杖道部、熊本あさぎり翔成館　　　　　　　　　　  435,000円

総計　　15,985,147円

２　各団体への配分状況一覧
（単位　万円）

加盟団体 R6.3
会員数

一次配分 (R6.9 理事会決定 ) 二次配分 三次配分
総計

基準額 見舞金 復興事業 合計 豪雨見舞 豪雨見舞

13
地域団体
788 名

加賀市 23 名 10 0 10 20 20
小松市 75 名 15 0 15 30 30
能美郡市 28 名 10 0 10 20 20
白山市 97 名 15 0 15 30 30
野々市市 32 名 10 0 10 20 20
金沢市 177 名 25 0 25 50 50
河北郡市 102 名 20 102 20 142 142
羽咋郡市 92 名 15 114 20 149 149
鹿島郡 33 名 10 33 10 53 53
七尾市 54 名 15 162 30 207 207
鳳珠郡 32 名 10 96 30 136 5 10 151
輪島市 27 名 10 81 30 121 5 10 136
珠洲市 16 名 10 48 30 88 5 10 103

その他

居合道 10 10 20 20
杖道 5 10 15 15 30
実業団 5 10 15 15
少年育成 50 50 50
中体連 30 30 30
高体連 20 20 20
大学 20 20 20
小計 788 名 195 636 405 1,236 15 45 1,296

３　全体配分内訳
①各団体配分 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　12,960,000円
②石剣連支援事業（会費免除３カ年充当分含む）                                   　　  2,925,147円
③事務費                                                                                　　    100,000円

総計　　15,985,147円

４　会費免除内訳（R6,7,8年度）
・団体会費～七尾以北、鹿島郡（会員の80％が免除対象者のため、役員会で追加決定（3/22））
・個人会費～対象は県内全域で、原則罹災証明書を有する会員（各郡市剣連が承認）
　※令和6年度免除対象者は総計128名（R7.3末）
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４
月
６
日
（
日
）、
県
立
武
道
館
剣
道

場
に
お
い
て
、
南　

信
廣
会
長
、
穴
田
龍

太
郎
名
誉
会
長
ご
臨
席
の
も
と
、
標
記

大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

大
会
に
先
立
ち
、
午
前
中
は
講
習
会

を
行
い
、
範
士
八
段 

中
村
正
人
先
生
ご

指
導
に
よ
る
、「
全
日
本
剣
道
連
盟
居

合
」の
講
習
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

第第
6262
回
石
川
県
居
合
道
大
会

回
石
川
県
居
合
道
大
会

  

居
合
道
委
員
会

居
合
道
委
員
会

　

そ
の
後
、
級
位
審
査
会
が
行
わ
れ　

受
審
者
２
名
が
合
格
さ
れ
ま
し
た
。

　

午
後
は
、
居
合
道
大
会
が
行
わ
れ
、

開
会
に
あ
た
り
、『
能
登
半
島
地
震
復
興

祈
念
事
業
』
の
一
環
と
し
て
目
録
（
居
合

刀
二
振
）が
、
居
合
道
委
員
会
よ
り
七
尾

居
合
道
教
室
に
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
公
開
演
武
と
し
て
、
石
川

県
剣
道
連
盟
杖
道
部
員
に
よ
る
全
日
本

剣
道
連
盟
杖
道
演
武
、
内
灘
居
合
道
教

室
会
員
に
よ
る
無
双
直
伝
英
信
流
組
太

刀
（
太
刀
打
位
）演
武
の
後
、
県
内
各
教

室
か
ら
の
参
加
者
の
下
、
段
外
～
六
段
の

７
部
門
に
よ
る
最
優
秀
選
手
選
考
演
武

に
よ
り
、
各
賞
が
選
考
さ
れ
ま
し
た
。
選

考
演
武
の
後
、
七
段
演
武
、
八
段
模
範

演
武
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

【
大
会
結
果
】

六
段
の
部

　

最
優
秀
賞　

西
村　

眞
人
（
県
武
）

　
　

優
秀
賞　

源　

美
奈
子
（
森
本
）

　
　

優
秀
賞　

高
柳　

陽
一（
養
浩
館
）

五
段
の
部

　

最
優
秀
賞　

田
中　
　

甚
（
県
警
）

　
　

優
秀
賞　

濱
井　

勇
介
（
森
本
）

　
　

優
秀
賞　

石
井　

義
夫
（
県
武
）

四
段
の
部

　

最
優
秀
賞　

北
村　

啓
憲
（
内
灘
）

　
　

優
秀
賞　

最
上　
　

進
（
小
松
）

三
段
の
部

　

最
優
秀
賞　

四
十
万
谷 

正
久
（
県
武
）

　
　

優
秀
賞　

山
下　

修
二 （
小
松
）

　
　

優
秀
賞　

沖
津　
二
郎 （
内
灘
）

　
　

優
秀
賞　

プ
ー
レ
ス
フ
ァ
ン
デ
ア
リ

フ
ァ
ル
シ
ッ
ド（
内
灘
）

二
段
の
部

　

最
優
秀
賞　

佐
藤　

明
子
（
七
尾
）

　
　

優
秀
賞　

髙
山　

秀
峰
（
七
尾
）

　
　

優
秀
賞　

遠
藤　

春
美
（
七
尾
）

初
段
の
部

　

最
優
秀
賞　

岩
本　

華
穂
（
七
尾
）

　
　

優
秀
賞　

高
橋　

英
之
（
七
尾

段
外
の
部

　

最
優
秀
賞　

松
井　

康
文
（
養
浩
館
）
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４
月
27
日
（
日
）、
受
講
生
62
名
参
加

の
も
と
、
春
の
剣
道
講
習
会
が
県
立
武

道
館
で
開
催
さ
れ
、 

午
前
は
日
本
剣
道

形
、
午
後
は

審
判
法
の
講

習
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
講

師
は
、
中
央

講
習
会
受

講
の
清
田
敬

夫
教
士
が
務

め
ま
し
た
。

【
開
講
式
】 

　

開
会
式
で
南
会
長
か
ら
は
、
審
判
の

重
要
性
に
つ
い
て
、
本
日
の
講
習
を
通

し
て
正
し
い

「
判
定
」
の

見
極
め
な

ど
、
審
判
技

能
の
向
上
に

努
め
各
自

の
剣
道
観

を
よ
り
高

め
て
い
た
だ

春
の
剣
道
講
習
会

春
の
剣
道
講
習
会  

普
及
委
員
会

普
及
委
員
会

き
た
い
。 

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス（
法
令
順

守
）に
つ
い
て
は
、
言
葉
の
暴
力
を
含
め
、

パ
ワ
ハ
ラ
に
繋
が
る
行
動
へ
の
注
意
。
倫

理
観
、
公
序
良
俗
な
ど
の
社
会
的
な
規

範
に
従
っ
た
行
動
を
心
掛
け
て
い
た
だ
き

た
い
。
そ
し
て
９
月
開
催
の
「
全
日
本
東

西
対
抗
剣
道
大
会
」
で
は
、
会
員
一
丸
と

な
っ
て
盛
り
上
げ
た
い
旨
、
挨
拶
が
あ
り

ま
し
た
。
ま
た
、
デ
ザ
イ
ン
等
が
一
新
さ

れ
た
公
認
審

判
員
認
定
証

（
更
新
）
の

授
与
式
が

あ
り
、
清
田

教
士
が
代
表

し
て
受
け
取

り
ま
し
た
。

【
日
本
剣
道
形
】 

　

日
本
剣
道
形
講
習
に
お
け
る
重
点
事

項（
剣
道
講
習
会
資
料　

全
剣
連
）に
基

づ
き
１
本
１
本
確
認
し
な
が
ら
進
め
ら

れ
分
か
り
や
す
い
講
習
と
な
り
ま
し
た
。

「
機
を
見
て
（
捉
え
て
）」
と
「
入
り
身
に

な
ろ
う
と
す
る
」
の
違
い
や
、
仕
太
刀
の

対
応
は
修
錬
の
度
合
い 

に
よ
り
変
わ
っ
て

く
る
等
、
合
わ
す
こ
と
の
大
切
さ
が
必
要

で
あ
る
こ
と
が
理
解
で
き
ま
し
た
。

 【
審
判
法
】 

　

受
講
生
の
若
手
（
14
名
）
に
模
擬
試

合
を
し
て
も
ら
い
、
他
の
受
講
生
が
二
試

合
場
に
分
か
れ
三
人
一
組
に
て
、
そ
れ
ぞ

れ
が
主
審
、
副
審
を
務
め
、
講
師
に
よ
る

指
導
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
位
置
取
り
に

つ
い
て
、
主
審
は
試
合
者
の
中
心
に
な
る

よ
う
に
し
、
３
人
の
連
携
を
取
る
こ
と
。

試
合
者
が
上
段
の
時
、
上
段
側
の
副
審

の
位
置
は
突
き
が
見
え
る
よ
う
に
や
や

中
心
に
寄
る
こ
と
。
出
来
る
だ
け
主
審

を
頂
点
と
し
た
二
等
辺
三
角
形
を
維
持

す
る
が
、
選
手
の
動
き
に
よ
っ
て
は
副
審

が
頂
点
に
な
る
こ
と
も
あ
る
。
境
界
線

付
近
で
の
動
き
方
の
配
慮
説
明
も
あ
り

ま
し
た
。
合
議
の
時
、
選
手
が
立
礼
の
位

置
で
座
っ
た
の
を
確
認
し
て
か
ら
、
主
審

が
ま
ず
移
動
し
副
審
は
そ
れ
に
続
く
こ

と
。
審
判
旗
を
上
げ
判
定
後
、
元
の
位

置
に
戻
る
時
に
試
合
者
か
ら
目
を
離
さ

な
い
こ
と
。
引
き
技
に
対
す
る
有
効
打
突

の
見
極
め
を
確
か
に
す
る
こ
と
。一
本
先

取
後
の
時
間
空
費
や
公
正
を
害
す
る
行

為
を
見
逃
さ
な
い
こ
と
、
な
ど
多
岐
に
わ

た
り
厳
し
い
指
摘
が
あ
り
ま
し
た
。

 

【
総
括
】 

　

清
田
講
師
よ
り
審
判
の
判
定
に
よ
り

試
合
者
の
運
命
が
変
わ
る
こ
と
も
あ
る
の

で
、
常
に
緊
張
感
を
も
っ
て
真
摯
に
取
り

組
ん
で
欲
し
い
。
審
判
控
え
に
て
の
座
り

方
に
も
注
意
や
配
慮
が
必
要
で
あ
る
こ

と
を
肝
に
銘
じ
て
欲
し
い
と
ま
と
め
が
あ

り
ま
し
た
。
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３
月
16
日
（
日
）、
石
川
県
立
武
道
館

に
お
い
て
高
校
生
以
上
の
男
女
１
７
６
選

手
が
段
別
に
分
か
れ
て
熱
戦
を
繰
り
広

げ
ま
し
た
。
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
女
子
初
段
の
部
】

　

優
勝　

森　
　

瑞
姫
（
羽
咋
高
）

　
二
位　

別
所　
　

凛
（
金
沢
錦
丘
高
）

　

三
位　

宮
下　

結
衣
（
金
沢
泉
丘
高
）

　
　
　
　

津
田
し
お
り（
金
市
工
業
高
）

【
女
子
二
段
の
部
】

　

優
勝　

中
農　
　

陽
（
金
沢
高
）

　
二
位　

杉
山　

心
美
（
金
学
大
附
高
）

　

三
位　

亀
田　
　

琴
（
金
沢
錦
丘
高
）

　
　
　
　

藤
田　

日
心
（
金
沢
高
）

【
女
子
三
段
以
上
の
部
】

　

優
勝　

片
山　

桃
花
（
金
沢
高
）

　
二
位　

尾
蔵　
　

花
（
金
沢
高
）

　

三
位　

高
平　

佳
奈
（
金
沢
高
）

　
　
　
　

中
川　

佳
穂
（
金
学
大
附
高
）

【
男
子
初
段
の
部
】

　

優
勝　

横
井　

快
紀
（
羽
咋
高
校
）

　
二
位　

髙
野
啓
士
朗
（
金
沢
二
水
高
）

【
男
子
二
段
の
部
】

　

優
勝　

北
村　

蓮
音
（
羽
咋
工
業
高
）

　

５
月
６
日
（
火
）、
石
川
県
立
武
道
館

に
お
い
て
、
標
記
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
今
回
、
能
登
半
島
地
震
・
豪
雨
災
害

で
被
災
し
た
鳳
珠
郡
・
輪
島
市
・
珠
洲
市

の
連
合
チ
ー
ム
が
参
加
し
、
復
興
に
向
け

た
意
気
込
み
を
示
し
て
く
れ
ま
し
た
。

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
優
勝
】羽
咋
郡
市 

【
二
位
】河
北
郡
市

【
三
位
】鹿
島
郡・能
美
郡
市

第第
6868
回
県
段
別
剣
道
選
手
権
大
会

回
県
段
別
剣
道
選
手
権
大
会  

事
業
委
員
会

事
業
委
員
会

第第
7373
回
郡
市
対
抗
剣
道
大
会

回
郡
市
対
抗
剣
道
大
会

事
業
委
員
会

事
業
委
員
会

　
二
位　

荒
木　

悠
迅
（
金
市
工
業
高
）

　

三
位　

金
丸　

航
大
（
星
稜
高
）

　
　
　
　

清
水　

呂
蒙
（
羽
咋
工
業
高
）

【
男
子
三
段
の
部
】

　

優
勝　

藤
井
啓
士
朗
（
金
沢
桜
丘
高
）

　
二
位　

西
尾　
　

心
（
金
沢
大
）

　

三
位　

針
原　

和
煌
（
羽
咋
高
）

　
　
　
　

西
田　
　

樹
（
羽
咋
高
）

【
男
子
四
段
の
部
】

　

優
勝　

加
地　
　

巧
（
警
察
官
）

　
二
位　

北
井
渉
之
輔
（
警
察
官
）

　

三
位　

割
込　

豪
大
（
刑
務
官
）

　
　
　
　

喜
多　

亮
介
（
警
察
官
）

【
男
子
五
段
の
部
】

　

優
勝　

後
藤　

拓
真
（
警
察
官
）

　
二
位　

髙
西　
　

祥
（
教
員
）

　

三
位　

土
田　

靖
之
（
会
社
員
）

　
　
　
　

北
井
滉
之
輔
（
警
察
官
）
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中
央
審
査
合
格
体
験
記

令
和
七・八
年
度
役
員（
〇
は
新
任
）

「
剣
道
七
段
に
合
格
し
て
」

　

紺
碧
の
空
に
そ
び
え
る
真
っ
白
な
富
士
の

峰
に
見
守
ら
れ
、
二
月
に
山
梨
で
開
催
さ
れ

た
昇
段
審
査
会
で
七
段
に
合
格
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
ご
指
導
く
だ
さった
先
生
方
、

稽
古
に
つ
き
あ
って
い
た
だ
い
た
剣
友
た
ち
に

深
く
感
謝
い
た
し
ま
す
。
心
構
え
、
着
装
、

発
声
等
を一か
ら
見
直
す
よ
い
機
会
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

高
校
で
英
語
を
教
え
て
い
た
私
が
本
格
的

に
剣
道
を
始
め
た
の
は
、
剣
道
部
の
顧
問
に

な
って
か
ら
に
な
り
ま
す
。
指
導
が
上
手
で

有
名
な
剣
道
の
先
生
が
異
動
で
い
な
く
な
っ

た
強
化
指
定
校
に
剣
道
素
人
の
私
が
転
勤

に
な
り
、
独
身
で
男
性
と
い
う
だ
け
の
理
由

で
校
長
に
頼
ま
れ
て
顧
問
を
引
き
受
け
た
の

が
始
ま
り
に
な
り
ま
す
。
初
段
も
持
って
い

な
か
っ
た
私
に
生
徒
た
ち
が
根
気
よ
く
教
え

て
く
れ
、
剣
道
の
楽
し
さ
に
の
め
り
こ
ん
で
い

き
ま
し
た
。
生
徒
と
と
も
に
二
段
、
三
段
と

昇
段
す
る
た
び
に
、
剣
道
が
よ
り
楽
し
く
、

金
沢
市

小
池
田　

満

よ
り
剣
道
の
奥
深
さ
を
知
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
と
思
い
ま
す
。
異
動
に
よ
り
剣
道
部
の
顧

問
か
ら
外
れ
て
か
ら
も
、
県
立
武
道
館
に
通

い
、
先
生
方
や
仲
間
と
稽
古
を
す
る
の
が
楽

し
み
に
な
って
い
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、

そ
の
楽
し
み
が一変
す
る
出
来
事
が
お
こ
り

ま
し
た
。

　
そ
れ
は
健
康
で
す
。
60
歳
を
過
ぎ
て
か
ら

心
臓
の
老
化
現
象
と
言
わ
れ
る
不
整
脈
を

発
症
し
ま
し
た
。
日
常
生
活
も
苦
し
く
な

り
、
心
臓
の
カ
テ
ー
テ
ル
手
術
を
行
い
、
稽

古
も
制
限
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
手

術
の
後
も
完
治
せ
ず
、
何
度
も
不
整
脈
の

発
作
に
悩
ま
さ
れ
、
稽
古
を
中
断
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
時
も
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
稽
古

後
、
そ
の
ま
ま
病
院
で
点
滴
を
打
って
不
整

脈
を
と
め
る
こ
と
が
何
度
も
あ
り
ま
し
た
。

　

心
臓
が
苦
し
い
の
な
ら
剣
道
を
辞
め
た
ら

ど
う
か
と
家
族
に
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

ど
う
し
て
も
や
め
ら
れ
ま
せ
ん
。
そ
れ
は
剣

道
が
人
間
形
成
に
最
適
で
あ
る
と
自
分
で
信

じ
て
い
る
か
ら
で
、
剣
道
を
通
し
て
学
ぶ
こ

と
が
ま
だ
ま
だ
た
く
さ
ん
あ
る
と
思
って
い
る

か
ら
で
す
。

　

私
は
高
校
の
教
員
を
定
年
退
職
し
た
後
、

大
学
で
教
員
養
成
の
仕
事
に
携
わ
って
い
ま

す
。
人
間
の
成
長
に
は
知
徳
体
が
必
要
で

あ
り
、そ
の
成
長
を
助
け
る
の
が
教
員
で
す
。

そ
の
教
員
を
目
指
す
学
生
の
中
に
は
学
力
は

素
晴
ら
し
い
も
の
の
、
徳
の
部
分
が
足
り
て
い

な
い
学
生
も
多
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。
将
来

教
員
に
な
り
、
子
ど
も
達
の
成
長
を
助
け
る

教
員
の
卵
た
ち
に
、
挨
拶
や
礼
儀
な
ど
、
生

き
て
い
く
上
で
必
要
な
徳
も
自
分
の
姿
を
通

し
て
教
え
て
い
き
た
い
と
思
って
い
ま
す
。
そ

の
た
め
に
ま
ず
自
分
が
剣
道
を
通
し
て
人
間

性
を
ま
だ
ま
だ
磨
い
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。
徳
は
言
葉
だ
け
で

教
え
る
も
の
で
は
な
く
、
自
分
の
立
ち
居
振

る
舞
い
を
通
し
て
教
え
て
い
く
も
の
だ
と
諸

先
輩
方
を
見
て
感
じ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
、
諸
先
輩
方
の
よ
う
に
、
言
葉
で
は
な
く

生
き
て
い
る
姿
で
見
本
と
な
って
い
け
る
よ
う

自
分
の
心
臓
と
相
談
し
な
が
ら
剣
道
を
通
し

て
人
間
形
成
に
励
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

（
公
財
）
全
日
本
剣
道
連
盟

審
議
員　

末
平 

佑
二

（一財
）
石
川
県
剣
道
連
盟

◇
顧
問
･
相
談
役
･
参
与
･
審
議
員

名
誉
会
長　

穴
田
龍
太
郎

相
談
役　

山
下 
和
廣　

末
平 

佑
二

顧　

問　

田
畑 

武
正　

枡
谷 

敏
雄

　
　
　
　

松
本 　

要　

 

高
嶋 

淳一

　
　
　
　

北
野 　

優　

 

中
村 

康
徳

参　

与　

守
田 

晴一　

米
林 

憲
英

審
議
員　

末
平 

佑
二　

中
村 

正
人

　
　
　
　

鈴
森 

庸
雄　

大
浦
外
志
男

　
　
　
　

北
野　

優　

〇
竹
中 

隆
文

顧
問
医
師　

俵　

 

広
樹

◇
代
表
理
事
･
業
務
執
行
理
事

会　

長　

南　

 

信
廣

副
会
長　

田
上 

雅
治　

近
藤 

繁
彦

　
　
　
　

中
村 

正
人　

山
邉 

哲
夫

専
務
理
事　

宇
波 

和
彦

副
専
務
理
事 

杉
本 

卓
也　

岩
脇　

司

事
務
局
長　

倉　

久
廣

事
務
局
次
長　

下
﨑 

良
智

◇
専
門
委
員
会
委
員
長

総
務
･
綱
紀
委
員
会　

近
藤 

繁
彦

強
化
委
員
会　

杉
本 

卓
也

事
業
委
員
会　

〇
竹
田 

洋
之

審
査
委
員
会　

岩
脇　

司

少
年
育
成
委
員
会　

藤
井 

勝
司

普
及
委
員
会　

〇
石
田 

良
成

広
報
委
員
会　

山
邉 

哲
夫

居
合
道
委
員
会　

作
田 

剛
也

ゆ
ー
り
ん
ピッ
ク
委
員
会　

〇
宮
谷 

順
二

女
性
委
員
会　

〇
椿 

由
美

杖
道
委
員
会　
ビッ
ト
マ
ン
・ハ
イ
コ

試
合
･
審
判
委
員
会　

〇
清
田 

敬
夫
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洋服の
青山

王将
寿司

城北ショッピング
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【
全
国
大
会
等
記
録
】（
１
～
６
月
）

第
34
回
北
信
越
高
等
学
校
新
人
剣
道
大
会

２
月
１
～
２
日
、砺
波
市
庄
川
体
育
Ｃ

◇
男
子
団
体

　
▽
準
々
決
勝

　
　

新
潟
明
訓　

①
―
０　

羽
咋
工
業

　
　

丸　
　

岡　

①
―
０　

金
沢
桜
丘

◇
女
子
団
体

　
▽
準
々
決
勝

　
　

富
山
北
部　

④
―
１　

金
沢
学
院

　
　

金
沢
桜
丘　

①
―
０　

長
野
商
業

　
　

五　
　

泉　

②
―
０　

金　
　

沢

　
▽
準
決
勝

　
　

富
山
北
部　

②
―
１　

金
沢
桜
丘

第
34
回
全
国
高
等
学
校
剣
道
選
抜
大
会

３
月
26
～
28
日
、春
日
井
市
総
合
体
育
館

◇
男
子
団
体

　
▽一回
戦

　
　

金
沢
桜
丘 

③
―
０ 

小
牛
田
農
林（
宮
城
）

　
▽
二
回
戦

　
　

秋
田
商
業（
秋
田
） 

①
―
０ 

金
沢
桜
丘

◇
女
子
団
体

　
▽一回
戦

　
　

白
河（
福
島
）　

①
―
０　

金
沢
桜
丘

第
23
回
全
日
本
選
抜
八
段
優
勝
大
会

４
月
20
日
、名
古
屋
市
中
村
Ｓ
Ｃ

　
▽一回
戦

　
　

杉
本 

卓
也
コ
―　

安
達 

慶
一（
岩
手
）

　
▽
二
回
戦

　
　

杉
本 

卓
也
メ
―　

桑
原 

慶
二（
香
川
）

　
▽
準
々
決
勝　

　
　
宮
崎 

史
裕（
神
奈
川
）ト
―　

杉
本 

卓
也

※
杉
本
卓
也
選
手
は
、ベス
ト
８

第
73
回
全
日
本
都
道
府
県
対
抗
剣
道
優
勝
大
会

４
月
29
日
、和
歌
山
ビッ
グ
ホ
エ
ー
ル

　
▽一回
戦

　
　

石　

川　

③
―
１　

岩　

手

　
▽
二
回
戦

　
　

石　

川　

③
―
２　

広　

島

　
▽
三
回
戦

　
　

千　

葉　

③（
本
数
）―
３　

石　

川

第
49
回
東
北
日
本
居
合
道
大
会

５
月
25
日
、新
潟
県
燕
市
体
育
Ｃ

◇
七
段
の
部

　
▽
最
優
秀
賞

　
　

作
田 

剛
也（
小
松
居
合
道
稽
古
会
）

　
　

※
石
川
県
勢
と
し
て
は
15
年
振
り

　
▽
優
秀
賞

　
　

北
川
裕
美
子（
梅
鉢
会
）

　
　

竹
松
孝
代
志（
内
灘
居
合
道
稽
古
会
）

◇
六
段
の
部

　
▽
優
秀
賞

　
　

高
柳 

陽
一（
養
浩
館
居
合
道
部
）

　
　

越
野 

美
喜（
県
居
合
道
県
武
）

◇
五
段
の
部

　
▽
優
秀
賞

　
　

川
上 

照
子（
白
山
市
剣
道
連
盟
）

第
63
回
北
信
越
高
等
学
校
剣
道
大
会

６
月
20
～
22
日
、富
山
県
西
部
体
育
Ｃ

◇
男
子
団
体

　

優
勝　

金
沢
桜
丘

◇
女
子
団
体

　

優
勝　

金
沢

◇
女
子
個
人

　

三
位　

中
農　

陽（
金
沢
）

◇
剣
道

　

▽
七
段　

宮
城
嶋 

優　

篠
井 

康
昭

　
　
　
　
　

加
地 

伸
弥　

山
本 　

剛

　
　
　
　
　

小
池
田 

満　

平
田 　

昇

　
　
　
　
　

西
川 　

智　

鵜
城 

紳
太
郎

　
　
　
　
　

服
部 

泰
澄　

川
崎 　

徹

　
　
　
　
　

橋
本 

豊
司

　

▽
六
段　

藤
井 

智
士　

大
田 

貢
平

　
　
　
　
　

後
藤 

拓
真　

嶋
田 

貴
之

　
　
　
　
　

角 

紀
一
郎

　

▽
錬
士　

齊
藤 

政
宏　

山
西 　

寿

　
　
　
　
　

吉
村 

嘉
綱　

小
浦 

克
彦

◇
杖
道

　

▽
六
段　

平
野 

節
夫

 

中
央
審
査
会
合
格
者


